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2020年度 中等部入試予想問題 解答・解説   ⓒ早稲田大学系属 早稲田実業学校 数学研究同好会 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【解答】 

□1  (１) 5 (２) 135(度) (３) 23(ページ) (４) 190(円) 

□2  (１) ① 12(通り) ② 10368(通り) (２) 3:4 (記述の解答例は解説をご覧ください。) 

□3  (１) 6:1 (２) 8:5 (３) 
5

96
(倍) 

□4  (１) 256(通り) (２) 32(通り) (３) 112(通り) 

□5  (１) 91 (２) ① 449 ② 153 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【配点】 

□1  各 5点                   小計  20 点 

□2  各 6点                   小計  18 点 

□3  各 7点                   小計  21 点 

□4  (１) 6 点 (２)・(３) 7 点 小計  20 点 

□5  各 7点                  小計 21 点 

                合計 100 点 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【解説】 
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□1  小問集合 
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(２)  

右の図で，ＡＢ＝ＡＥ＝ＡＤより，三角形ＡＢＥ，ＡＥＤは 

それぞれ二等辺三角形だから， 

●＋〇＝（360－90）÷2＝135 度となります。 

また，半円の中心をОとすると，三角形ＢОＥ，三角形ＣОＥは 

二等辺三角形より，角ＢＥＣは直角ですので，角ＣＥＤは 360－(135＋90)＝135(度)です。 

 

 (３) 

Ａ，Ｂ，Ｃがそれぞれパソコンを使った時間の合計は，(6＋5＋3)＝14 時間です。パソコンは 2台あるの

で，7時間で作業が終わったことになります。ここで，Ａがパソコンを使った時間を作業開始から 6時間

までに固定します。すると，下のように整理できます。 

 

 

Ｅ 

Ｃ 

 

Ｅ 

Ａ 
Ｄ 

Ｂ 



―― 3 ―― 

 

使用している人  Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ 

使用している人  Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ 

これにより，ＡさんとＢさんで 2台のパソコンを使っていた時間は 4時間，ＡさんとＣさんで 2台のパソ

コンを使っていた時間は 2時間，ＢさんとＣさんで 2台のパソコンを使っていた時間は１時間であること

がわかります。 

ＡさんとＢさんで 2台のパソコンを使っていたときに入力したペ－ジ数と，ＢさんとＣさんで 2台のパ

ソコンを使っていたときに入力したペ－ジ数の比は 5：2なので，ＡさんとＢさんで 2台のパソコンを使っ

ているときに 1時間あたりに入力できるペ－ジ数と，ＢさんとＣさんで 2台のパソコンを使っているとき

に 1時間あたりに入力できるペ－ジ数の比は， 

(5÷4)：(2÷1)より 5:8 となります。ここで，Ａ，Ｂ，Ｃの 1時間当たりの仕事量を整理します。 

Ａ：11 ペ－ジ Ｂ：⑤－11 ペ－ジ Ｃ：11＋③ペ－ジ これに作業をした時間をかけて①を求めます。 

11×6＋(⑤－11)×５＋(11＋③)×3＝66＋㉕－55＋33＋⑨＝㉞＋44＝180 

                                   よって    ①＝4      

問われているのはＣさんの 1 時間当たりの仕事量なので，11＋4×３＝23 より，23(ペ－ジ)となります。 

 

(４)  

みかん 1個の値段と，みかん 1個の値段とりんご 1個の値段の合計のそれぞれのぶどう 1房の値段の関係

より，りんご 1個の値段が 170 円と分かります。りんご 1個の値段とぶどう 1房の値段の合計は，みかん

1 個の値段の 3 倍なので，みかんの値段を①とすると，170＋(①＋70)＝240＋①＝③となります。よって，

①は 120 ですから，ぶどう 1房の値段は，120＋70＝190(円)となります。 

□2  中問集合 

(１) 

① 得点が 2 点ということは，最初は 1 と 2 以外の目が出て，その後奇数の目が出たということです。

よって，4×3＝12 より，12(通り)となります。 

② 得点の組み合わせは，(1，3，3)，(2，2，3)の 2通りです。これに加え，順番やサイコロの目の

出方を考えます。(1，3，3)のから求めます。3点の場合はその後のサイコロは何が出てもいいので 6

通りをかけるのを忘れないようにしましょう。2×6×2×6×4×3＝1728 通りです。(2，3，3)の場合

は，12×4×3×4×3＝1728 通りです。さらに，順番が 3通りずつあるので，(1728＋1728)×3＝10368

より，10368(通り)になります。 
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(２) 

三角形ＰＱＲは高さが
3

4
×ＡＢである正三角形なのに対し，三角形ОＢＣは一辺がＢＣの正三角形

です。このままでは面積比を出すことができません。しかし，三角形ＰＱＲの面積は，1辺の長さ

が
1

2
×ＢＣの正六角形の半分の面積であるということに注目すれば，求めることができます。三角形

ＰＱＲの面積は，1辺の長さが
1

2
×ＢＣの正三角形 3個分で，三角形ОＢＣは一辺の長さがＢＣの正

三角形 1個分の面積ですので，相似比と個数の比で求めます。1辺の長さが
1

2
×ＢＣの正三角形と一

辺がＢＣの正三角形の相似比は 1：2ですから，面積比は 1：4です。個数の比は 3：1なので，1辺

の長さが
1

2
×ＢＣの正三角形の面積を①とおくと，三角形ＰＱＲと三角形ОＢＣの面積は，③，④と

なります。よって面積の比は 3：4です。 

【解法記述の解答例】 

三角形ＰＱＲの面積は，1辺の長さが
1

2
×ＢＣの正三角形 3個分とおける。対する三角形ОＢＣ

の面積は，一辺の長さがＢＣの正三角形 1 個分の面積とおける。1 辺の長さが
1

2
×ＢＣの正三角形と，

一辺の長さがＢＣの正三角形の相似比は 1：2なので，面積比は 1×1：2×2＝1：4である。1辺の

長さが
1

2
×ＢＣの正三角形の面積を①とおくと，三角形ＰＱＲの面積と三角形ОＢＣの面積はそれ

ぞれ③，④とおける。よって，三角形ＰＱＲと三角形ОＢＣの面積の比は，3：4である。 

□3  立体図形 

(１)  

立方体と正八面体の体積比なので，正八面体を高さの半分の断面で切断し正四角錐二つからなるものと

して，底面の比と高さの比をそれぞれ考えます｡立方体を真上から見たとき，立方体と正四角錐の底面は，

正方形とその正方形の各辺の中点を結んでできた正方形が中にできた図形になり，立方体の底面の正方

形は正四角錐の底面の正方形の 2倍の大きさなので，その比は 2:1 となります｡次に高さの比について考

えます｡正八面体の高さと立方体の高さは同じなので，最後に体積比の計算をします｡ 

立方体の体積は，底面積×高さ＝2×1＝2 

対して正八面体の体積は，底面積×高さ×
1

3
＝1×1×

1

3
＝

1

3
 



―― 5 ―― 

 

よって立方体と正八面体の体積比は 2:
1

3
＝6:1 となります。 

(２) 

立体Ｔの比の体積を出すためには正八面体から頂点と四つの中点に囲まれた正四角錐を 6つ引きます｡

(１)に続き正八面体を正四角錐二つに分けて考えます｡正八面体の半分の正四角錐と頂点と四つの中点囲

まれた正四角錐の辺の比は 2:1 なので，体積比は 2×2×2:1×1×1=8:1 になります。 

正八面体の体積は大きい方の正四角錐 2つ分なので 8×2=16 

対して小さい方の正四角錐の合計は，1×6=6 

よって正八面体と立体Ｔの体積比は，16:(16－6)=8:5 となります。 

(３) 

立体Ｔの図形で考えると切断のイメ－ジがしにくいので，右図のように立体Ｔの三角形の八面に三角錐

を付け加えて立方体にします。このとき立体Ｔは立方体のすべての辺の中点を結んでできる八つの三角

錐をけずった形になります。立方体に点Ａ，Ｇ，Ｋを通るように切断面をいれると，正六角形の断面に

なりこれは立方体を二分します。またこの断面は立方体の立体Ｔ以外の部分を切断しません。従ってこ

の切断は立体Ｔを二分します。このことから頂点Ｆを含む立体は立体Ｔの
1

2
の体積となります。立方体の

体積を 1としたとき， 

(１)から正八面体の体積は
1

6
 

(２)から立体Ｔの体積は，
1

6
×

5

8
＝

5

48
 

上記より頂点Ｆを含む立体の体積は，
5

48
×

1

2
＝

5

96
 

よって頂点Ｆを含む立体の体積は立方体の体積の
5

96
(倍)になります。 

□4  調べ・推理・場合の数 

(１)  

Ａさんの手の出し方はグ－，チョキ，パ－，ス－の 4通りです。同様にＢさん，Ｃさん，Ｄさんも手の出

し方は 4通りですので，全員の手の出し方の組み合わせは 4×4×4×4＝256(通り)です。 

 

(２)  

出す手の種類を〇と△で表すことにします。ただし，全員があいこになるため，〇と△はあいこの関係で

す。 
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全員があいこになるときのパタ－ンは以下の通りです。 

① 〇〇〇〇（全員同じ手） 

② 〇〇〇△ 

③ 〇〇△△ 

④ 〇△△△ 

⑤ △△△△（全員同じ手） 

① の場合，手の出し方は 1通り。②の場合，△が誰かを決めればいいので，4通り。③の場合，〇を

2人決めればいいので，6通り。④の場合，②と同様に 4通り。⑤の場合，①と同様に 1通り。よ

って，〇と△が決まっているとき，16 通りの手の出し方があります。〇と△はグ－とパ－の組み

合わせ，チョキとス－の組み合わせの 2通りがあるので，全員があいこになる手の出し方は 16×2

＝32(通り)です。 

 

(３)  

まず，1回のジャンケンで 1位が 1人に決まるとき，その人がＡさんであったとして，Ａさんのジャンケ

ンの結果を考えます。 

①  Ａさんが 3勝の場合 

Ａさんがグ－を出したと仮定すると，Ａさんが 3勝ならほかの人は全員チョキを出しています。よっ

て，ほかの 3人の中で 2勝の人はいないので，Ａさんが 3勝の場合，Ａさんが１位になります。 

②  Ａさんが 2勝 1引き分けの場合 

Ａさんがグ－を出したと仮定すると，Ａさんが 2勝 1引き分けならほかの 3人はチョキ・チョキ・グ

－，もしくはチョキ・チョキ・パ－を出したことになります。しかし，Ａさんが 1位に決まるとき，

ほかのもう一人がＡさんと同じグ－を出すとその人も１位になってしまうため，ほかの 3人がチョ

キ・チョキ・グ－を出すと成立しません。また，ほかの３人がチョキ・チョキ・パ－を出すとき，こ

の 3人の中で 2勝する人はいません。よって，Ａさんが 2勝 1引き分けで，ほかの 3人がチョキ・チ

ョキ・パ－を出す場合，Ａさんが 1位になります。 

③  Ａさんが 2勝 1敗の場合 

Ａさんがグ－を出したと仮定すると，Ａさんが 2勝 1敗ならほかの 3人はチョキ・チョキ・ス－を出

したことになります。この 3人の中で 2勝する人はいないから，Ａさんが 2勝 1敗の場合，Ａさんが

1位になります。 

④  Ａさんが 1勝 2引き分けの場合 
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Ａさんがグ－を出したと仮定すると，Ａさんが 1 勝 2 引き分けならほかの 3 人はス－・パ－・パ－，

を出したことになります（②と同様に，Ａさんと同じ手を出す人がいてはならないため）。このとき，

パ－を出した人も 1勝 2引き分けになってしまいます。よって，Ａさんが 1勝 2引き分けの場合は，

Ａさんが１位になることはありません。 

また，この結果からＡさんが 1勝 1引き分け１敗の場合，1勝 2敗の場合，それ以降についても成

立しないことがわかります。つまり，①②③以外で，Ａさんが 1 位になるパタ－ンは考えられません。 

次に，①②③のそれぞれの場合で手の出し方は何通りあるかを考えます。①の場合では，Ａさんの

出す手を１つ決めたとき，ほかの 3人の手は 1通りに決まりますから，Ａさんが 1位になるとき手の

出し方は 4通りです。1位になる人はＡさん，Ｂさん，Ｃさん，Ｄさんの 4通りがあるので，4×4＝

16 通り。②の場合では，Ａさんの出す手を１つ決めたとき，ほかの 3人の手は 3通りあるので，Ａさ

んが 1 位になるときの手の出し方は 4×3＝12 通りあります。1 位になる人はＡさん，Ｂさん，Ｃさん，

Ｄさんの４通りがあるので，12×4＝48 通り。③の場合では②と同様に，Ａさんの出す手を１つ決め

たとき，ほかの 3人の手は 3通りあるので，Ａさんが 1位になるときの手の出し方は，4×3＝12 通り

あります。1 位になる人はＡさん，Ｂさん，Ｃさん，Ｄさんの４通りがあるから，12×4＝48 通りです。 

よって，１回で１位が決まる手の出し方は 16＋48＋48＝112(通り)です。 

□5  数表 

(１) 

Ｎ段目の一番左の数は，(Ｎ－1)番目までの偶数の和に 1を足すことで求められます｡よって，10 段目の一

番左の数は，2＋4＋6＋･･･(9 番目の偶数)＋1＝2＋4＋6＋･･･＋18＋1＝(2＋18)×9÷2＝91 です｡ 

 

(２) 

① 

まず，73 が何段目の左から何番目にあるかを考えます｡一番左にある数で，73

に近い数を探すと，(2＋16)×8÷2＋1=73 で，ちょうど 73 は一番左にあること

がわかります｡また，太線で囲まれた部分の左上の数が段の一番左になる場合，

左上の数をｎとすると，その下の数はｎ＋1に，2つ右にある数はｎ＋2に，ｎ

＋2の下の数はｎ＋3になります｡また，ｎの 1つ右にある数をＡ，Ａの下にある数をＢとすると， 

Ａ＋Ｂ＝(ｎ＋1)＋(ｎ＋2)＋2という規則が成り立ちます(図 1)｡ 

よって，6つの数の和は，ｎ×6＋11 で求められるので，答えは 73×6＋11=449 です｡ 

 

ｎ 

ｎ＋１ 

ｎ＋２ 

ｎ＋３ 

Ａ 

Ｂ 

図 1 
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②  

①で用いた規則は左上の数が段の一番左の場合に限らず，左上の数が奇数である場合にいつも成り立ちま

す｡ 

(全ての奇数が長方形の左上の数になれるとは限りません｡

また，次の左上の数が偶数である場合も同じです。)左上

の数が偶数である場合，左上の数をｎとすると，図 2のよ

うな規則が成り立ちます｡①で用いた規則から， 

ｎ＋Ａ＝ｍ＋(ｍ－1)＋2＝ｍ×2＋1，(ｎ＋2)＋Ｂ＝(ｍ＋1)＋(ｍ＋2)＋2＝ｍ×2＋5です｡ 

よって，Ａ＋Ｂ＝(ｍ×2＋1)＋(ｍ×2＋5)－(ｎ＋ｎ＋2)＝ｍ×4＋4－ｎ×2になるから，6つの数の和は 

ｎ＋(ｎ＋2)＋ｍ＋(ｍ＋1）＋(ｍ×4＋4－ｎ×2)＝ｍ×6＋7と表すことができます｡もし，この問題の，6

つの数の和が 781 になるときの左上の数が奇数の場合，ｎ×6＋11 を用いると，ｎ＝(781－11)÷6＝
385

3
と

なり，分数になってしまうため成り立ちません｡偶数の場合，ｍ×6＋7を用いると，ｍ＝(781－7)÷6＝

129 で，整数になります｡また，129 は 11 段目の左から 19 番目にあり，11 段目は 11＋10=21 で 21 番目ま

であるため，太線の長方形を作ることができます｡左上の数が偶数の場合の，6つの数の中で最も大きい数

は，図 2でいうとＢにあたります｡Ｂ＝ｍ×2＋5－(ｎ＋2)で求められるので，ｎを知る必要があります｡ｍ

とその左にあるｎとの差は，ｍ・ｎがある段をＮ段とすると，Ｎ番目の奇数になります｡        

よって，ｍ＝129(11 段目の左から 19 番目)のとき，ｎ＝129－21＝108 であるので，答えは 129×2＋5－

(108＋2)＝153 になります｡ 

【お詫び】 

 部誌として配布した際，いくつか誤植・表現が不十分な点がございました。主なものを下に記しました

ので，ご確認ください。 

(訂正) 

解答  

□5  (２) ②     (誤)143→(正)153 

解説 

□5  (２) ② 下 2 行 (誤) よって，ｍ＝129(11 段目の左から 19 番目)のとき，ｎ＝129－11＝118 である

ので，答えは 129×2＋5－(118＋2)＝143 になります｡→(正) よって，ｍ＝129(11 段目の左から 19 番目)

のとき，ｎ＝129－21＝108 であるので，答えは 129×2＋5－(108＋2)＝153 になります｡ 

ご迷惑・ご混乱をお招きし，大変申し訳ございませんでした。このようなミスにより気を付けて参ります。 

入試予想担当者一同 

Ａ Ｂ 

ｎ＋２ ｍ   

ｍ＋１ ｍ－１ 

ｍ＋２ ｎ 

図 2 


